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い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
大
地
震
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
の
不
測
の
事
態
に
即
応
で
き
る
心
構
え
強
調 

 

後
藤
淳
理
事
長
・
総
長
は
八
月
二
十
八
日
開
か
れ
た
管
理
職
対
象
の
事
務
職
員
研
修
で
、
講

話
を
行
い
、
学
園
、
大
学
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
学
園
、
大
学
等
の
草
創
期
を
支
え
た
教
職
員

の
尽
力
を
強
調
し
た
う
え
で
、
職
員
に
自
信
と
責
任
を
も
っ
て
仕
事
に
臨
む
よ
う
訴
え
、
ま

た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
八
月
十
一
日
に
静
岡
県
内
で
起
き
た
地
震
等
を
例
に
、
不
測
の

事
態
に
対
し
即
応
で
き
る
心
構
え
を
強
調
し
ま
し
た
。 

後
藤
淳
理
事
長
・
総
長
が
本
年
度
事
務
職
員
研
修
で
講
話 

 

学
園
及
び
各
設
置
校
の
事 

務
職
員
を
対
象
と
し
た
「
平 

成
二
十
一
年
度
事
務
職
員
研 

修
」
は
、
八
月
二
十
六
日
～ 

二
十
八
日
の
三
日
間
に
分
け 

て
、
八
草
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の 

Ａ
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま 

し
た
。
後
藤
淳
理
事
長
・
総 

長
は
研
修
最
終
日
の
二
十
八 

日
、
管
理
職
を
対
象
と
し
た 

研
修
の
場
で
、
講
話
を
行
い 

ま
し
た
。 

 

そ
の
中
で
理
事
長
・
総
長 

は
、
一
九
一
二
年
（
大
正
元 

年
）
に
始
ま
る
学
園
の
歴
史 

を
振
り
返
り
な
が
ら
、
学
園 

 
 

 学園はあと 年で創立100年､大学も 

今年開学 年を迎えました。大正元年 

にできた学園の長い歴史を振り返って 

みると、様々な人が携わり、苦労して 

きました。とくに第 次世界大戦後、 

名古屋市千種区若水で短大から始まっ 

た大学の用地が手狭なため、新キャン 

パス探しに奔走。最後に、ここ（豊田 

市八草町）を紹介され、イメージにも 

合い、決めましたが、建設前に前理事長・学長（故後藤鉀二先 

生）と視察に来たが、道も荷車一台が通れれるぐらい、周りも 

竹やぶばかりで、「この山の中に（新キャンパスが）本当にで 

きるのか」と思ったのが、正直なところでした。その中で、学 

園幹部ほか職員が一丸となり移転に尽力し、今日の学園発展に 

つながったと思っています。現在の職員の皆さんにも、各持ち 

場で頑張って頂いていますが、仕事をするに当たり「これは、 

（自分が）どうしてもやらなければ」という判断、そして強い 

自信、責任感をもって取り組んでいただきたい。今年は異常気 

象に加え、死者も出ている新型インフルエンザの流行、静岡県 

で地震発生と天然、自然災害が相次いで起きています。地震は 

予測がつかないが、専門家は必ず起きると予測しており、職員 

の皆さんも、地震を含む不測の事態に常に対応できるように努 

めていただきたい。 

後藤淳理事長・総長の講話要旨 

の
創
立
か
ら
大
学
開
学
、
八 

草
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
等
に
汗 

水
を
流
し
た
事
務
職
員
ら
の 

尽
力
を
強
調
。
そ
の
う
え
で 

職
員
に
対
し
「
（
仕
事
を
遂 

行
す
る
に
当
た
り
）
ど
う
し 

て
も
や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う 

責
任
、
自
信
を
も
っ
て
取
り 

組
ん
で
ほ
し
い
」
、
と
学
園 

発
展
を
担
う
自
覚
と
一
層
の 

努
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
続
く
異
常
気
象
、 

八
月
十
一
日
に
静
岡
県
内
で 

起
き
た
地
震
、
新
型
イ
ン
フ 

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
な
ど
を
挙 

げ
て
、
日
ご
ろ
か
ら
不
測
の 

管
理
職
を
対
象
と
し
た
事
務
職
員
研
修
で

話
を
す
る
後
藤
淳
理
事
長
・
総
長 

事
態
に
対
す
る
対
応
、
備
え 

を
怠
ら
な
い
よ
う
に
と
、
訴 

え
ま
し
た
。 

 

（
理
事
長
・
総
長
の
講
話 

要
旨
は
左
欄
に
掲
載
） 

 
 
 
 

   

 

学
園
は
六
月
三
十
日
、
今 

年
三
月
末
で
退
職
し
た
元
愛 

知
工
業
大
学
工
学
部
機
械
学 

科
教
授
加
藤
厚
生
氏
に
名
誉 

教
授
の
称
号
を
授
与
し
ま
し 

た
。
加
藤
氏
は
愛
工
大
工
学 

部
電
気
工
学
科
卒
で
、
工
学 

部
電
子
工
学
科
講
師
、
助
教 

加
藤
元
教
授
に
名
誉

教
授
の
称
号
を
授
与 

 

授
を
経
て
教
授
と
な
り
、
工 

 

学
部
機
械
学
科
教
授
を
最
後 

 

に
退
職
。
そ
の
間
、
工
学
部 

 

長
等
も
歴
任
し
ま
し
た
。 

 
 

授
与
式
は
、
本
部
棟
内
で 

 

行
わ
れ
、
後
藤
淳
理
事
長
が 

 

加
藤
氏
に
名
誉
教
授
称
号
証 

 

を
手
渡
し
ま
し
た
。 

後藤淳理事長（前列右から

３人目）、加藤氏（同４人

目）を囲んでの記念写真 

３ 

50 

２ 



平成21年10月15日（２） 第137号 学 園 だ よ り 

新しい花を咲かせる 
愛工大名電高校が中国・南京市第九中学と友好交流協定結ぶ 

 愛工大名電高校は７月 日、中国･東南大学付

属校の南京市第九中学（南京市）との間で交流提

携協議書を結びました。同じ学園設置校の愛知工

業大学が1980年（昭和 年）に東南大と姉妹校に

なったのを機に、第九中学と４年前から交流を続

けています。今後、両校生徒の交流を通して、友

好やきずなを深めていきます。【写真左は、調印後の

後藤淳理事長（前列右から５人目）との記念写真】 

  今回の協定は、両校生徒の相互訪問を通して友好交流、相互理 

 解の推進を図り、両校の教育効果を高めることを目的にしていま 

 す。具体的には、両校代表生徒による親善交流、学内施設・設備 

 の見学等のため、隔年訪問するという内容です。両校の間では、 

 既に隔年訪問を実施しており、今年は中国側から劉強副校長ら教 

 員３人、生徒８人からなる訪日団が７月 日～ 日の日程で来日 

 しました。 

  調印式は、南京市第九中学の教員、生徒を迎 

 えて高校北校舎西館1階会議室で行われました｡ 

 両校の校歌斉唱に続き、後藤淳理事長が「よく 

 お出でくださいました。（調印を受けて）両校 

 が仲良く手を取り合って、これからも永くおつ 

 き合いができるよう、祈っています」とあいさつした後、佐藤忍校長が「歴史的な 

 素晴らしい日となりました」、劉副校長が「新しい花を咲かせ、大きな一歩を踏み 

 出しました」と、それぞれ調印の喜びを述べました。 

  佐藤校長、劉副校長は後藤淳理事長、後藤泰之学長、趙竹紅第九中学教諭ら両校 

 関係者、生徒の見守る中、交流提携協議書に署名した後、出席者に協議書を披露、 

 大きな拍手を受けていました。さらに、両校の教職員や生徒が後藤淳理事長、後藤泰之学長を囲み、 

 記念写真を撮りました。 

  調印式の後、南京市第九中学の一行は名電高内を回り、各施設を見学。コ 

 ンピュータ室で情報デザイン部員の制作した作品を見たり、ランチルームで 

 学食を楽しみました。午後から劉副校長ら教員は、八草キャンパスに後藤泰 

 之学長を訪ね、歓談しました。さらに、学園職員の案内で、1971年（昭和  

 年） 月に名古屋市で開催された世界卓球選手権大会への中国チーム招へい 

 を実現させ、米中、日中国交正常化の基礎を整えた当時日本卓球協会会長で 

 学園理事長・学長の故後藤鉀二先生の銅像や地域防災研究センターなどを見 

 学しました。 

交流提携協議書に調印する佐藤忍校長

（右から２人目）と劉強副校長（右端） 

調印式であいさつ

する後藤淳理事長 

 南京市第九中学は 

  日本の高校に相当し、東南大の付属校。男女共学で、中国では文武両 

 道の進学校として知られ、2005年に創立 周年を迎えました。生徒数は 

 約5,000人｡名電高とは2005年（平成 年）から交流を続けています。 

愛工大八草キャンパス内の

後藤鉀二先生の銅像前に立

つ劉副校長（右から３人

目）、佐 藤 校 長（同 ４ 人

目） 

 

学
園
は 

本
年
度
か 

ら
、
職
員 

の
海
外
語 

学
研
修
を 

始
め
ま
し 

た
。
応
募
者
の
中
か 

ら
教
学
セ
ン
タ
ー
教 

務
課
の
高
間
智
美
係 

長
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン 

タ
ー
の
中
嶋
研
索
事 

務
主
任
の
二
人
が
初 

の
語
学
研
修
生
に
選 

ば
れ
ま
し
た
。 

 

二
人
は
、
八
月
十 

七
日
～
九
月
七
日
ま 

で
、
米
国
ワ
シ
ン
ト 

ン
州
の
エ
ド
モ
ン
ズ 

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー 

・
カ
レ
ッ
ジ
で
行
わ 

れ
た
愛
工
大
ア
メ
リ 

カ
語
学
研
修
に
、
引 

率
者
も
兼
ね
参
加
。 

学
生
と
同
じ
日
常
生 

活
に
欠
か
せ
な
い
英 

会
話
、
基
本
文
法
を 

学
ぶ
Ｅ
Ｓ
Ｌ
（
英
語 

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
） 

を
受
講
し
ま
し
た
。 

 

【
写
真
は
、
高
間
智 

美
係
長
㊨
と
中
嶋
研
索 

事
務
主
任
㊧
】 

職
員
の
海
外
語 

学
研
修
始
ま
る 

80 
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環境公

開講座 

 

建
築
家
・
安
藤
忠
雄
氏
が
愛
工
大
で
、 

「
地
球
が
あ
ぶ
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
講
演 

 
 

―
本
学
含
む
環
境
７
大
学
公
開
講
座
で
― 

上は、講演する

安藤忠雄氏。右

は、聴 衆 で 埋

まった環境７大

学公開講座会場 

 

建
築
家
・
安
藤
忠
雄
氏
の 

講
演
会
が
七
月
十
九
日
、
八 

草
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
愛
和
会 

館
講
堂
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

来
年
、
名
古
屋
市
で
開
催
さ 

れ
る
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ 

（
生
物
多 

様
性
条
約
第 

回
締
約
国
会 

議
）
」
を
前
に
、
市
民
一
人 

ひ
と
り
が
環
境
問
題
を
考
え 

よ
う
と
企
画
さ
れ
た
本
学
を 

10 

 

含
む
愛
知
県
内
七
大
学
に
よ 

 

る
環
境
集
中
公
開
講
座
２
０ 

 

０
９
の
一
つ
で
す
。
講
堂
を 

 

埋
め
た
約
五
百
人
余
の
聴
衆 

 

が
、
安
藤
さ
ん
の
話
に
耳
を 

 

傾
け
て
い
ま
し
た
。 

 
 

本
学
の
後
藤
泰
之
学
長
が 

 
「
環
境
は
重
要
な
テ
ー
マ
で 

 

中
部
地
域
で
も
環
境
保
全
の 
 

 

機
運
が
高
ま
っ
て
お
り
、
今 

 

回
の
講
演
は
極
め
て
意
義
深 

 

い
も
の
が
あ
り
ま
す
」
と
、 

 

あ
い
さ
つ
し
た
後
、
安
藤
氏 

 

が
「
地
球
が
あ
ぶ
な
い
」
と 

 

題
し
、
講
演
し
ま
し
た
。
日 

 

本
は
外
国
人
も
驚
く
好
奇
心 

 

の
強
い
、
民
度
の
高
い
国 

 

だ
っ
た
の
が
、
今
で
は
目
標 

 

を
見
失
っ
た
迷
走
社
会
に
変 

 

わ
っ
て
し
ま
っ
た
―
と
い
う 

 

話
に
始
ま
り
、
大
工
さ
ん
の 

 

仕
事
を
見
て
、
建
築
家
を
志 

 

し
、
そ
の
建
築
家
の
仕
事
を 

 

通
し
て
様
々
な
環
境
保
全
活 

 

動
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た 

 

と
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に 

 

聴
衆
に
語
り
ま
し
た
。 

 
 

安
藤
氏
は
、
一
九
四
一
年 

 

大
阪
に
生
ま
れ
、
独
学
で
建 

 

築
を
学
び
、
六
九
年
に
安
藤 

 

忠
雄
建
築
事
務
所
を
設
立
。 

 

独
創
的
な
発
想
で
各
種
建
築 

 

の
設
計
、
建
築
に
携
わ
り
、 

 

内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受
け 

 

て
い
ま
す
。
代
表
作
は
「
東 

 

急
東
横
線
渋
谷
駅
」
「
フ
ォ 

 

ー
ト
ワ
ー
ス
現
代
美
術
館
」 

 

等
で
、
日
本
建
築
学
会
賞
、 

 

日
本
芸
術
院
賞
と
数
多
く
の 

 

の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
環
境
七
大
学
集
中
公 

 

開
講
座
２
０
０
９
の
参
加
大 

 

学
は
、
本
学
の
ほ
か
愛
知
学 

 

院
大
、
愛
知
淑
徳
大
、
中
京 

 

大
、
中
部
大
、
南
山
大
、
名 

 

城
大
で
す
。 

愛 工 大

開学５０ 

周年記念 

事業－１ 

 

組
込
み
シ
ス
テ
ム
教
育
先
進
校
、 

 

企
業
招
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催 

 
 

―
学
内
の
理
解
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
確
立
求
め
― 

大原教授 曽我教授 鵜飼教授 上田社長 

 

開
学 

 

周
年
記
念 

公
開
シ
ン 

ポ
ジ
ウ
ム 

「
組
込
み 

シ
ス
テ
ム 

教
育
の
実 

践
―
先
進 

校
に
学
ぶ 

―
」
が
七 

月
三
十
一 

日
、
八
草 

キ
ャ
ン
パ 

ス
内
の
愛 50

 

和
会
館
講
堂
で
開
か
れ
ま
し 

 

た
。 

 
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
本
学
、 

 

名
古
屋
工
業
大
な
ど
で
つ
く 

 

る
「
工
科
系
コ
ン
ソ
ー
シ
ア 

 

ム
（
戦
略
的
大
学
連
携
支
援 

 

事
業
）
」
の
協
賛
を
得
て
、 

 

組
込
み
シ
ス
テ
ム
教
育
や
ソ 

 

フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
に
早
く
か 

 

ら
取
り
組
ん
で
い
る
大
学
、 

 

企
業
各
担
当
者
の
講
演
、
ミ 

 
ニ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ 

 
ン
を
通
し
、
学
内
で
の
組
込 

 

み
シ
ス
テ
ム
教
育
に
対
す
る 

 

理
解
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
高 

 

め
る
の
が
目
的
で
す
。 

 
 

講
師
は
、
大
原
茂
之
・
東 

 

海
大
専
門
職
大
学
院
組
込
み 

 

技
術
研
究
科
長
・
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ａ 

 

／
Ｓ
Ｅ
Ｃ
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ 

 

ー
、
曽
我
正
和
・
岩
手
県
立 

 

大
地
域
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー 

 

組
込
技
術
研
究
所
長
、
鵜
飼 

 

裕
之
・
名
工
大
創
成
シ
ミ
ュ 

 

レ
ー
シ
ョ
ン
工
学
専
攻
長
、 

 

上
田
政
博
・
ア
イ
シ
ン
・
コ 

 

ム
ク
ル
ー
ズ
（
株
）
社
長
の 

 

四
人
。 

 
 

組
込
み
技
術
と
特
長
、
日 

 

本
の
現
状
な
ど
を
説
明
し
た 

 

大
原
教
授
、
大
学
教
育
で
実 

 

践
し
て
い
る
組
込
み
ソ
フ
ト 

 

教
育
を
語
っ
た
曽
我
教
授
、 

 

と
各
講
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
大 

 

学
や
企
業
の
現
場
で
取
り
組 

 

ん
で
い
る
組
込
み
シ
ス
テ
ム 

 

教
育
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
開
発 

 

を
分
か
り
や
す
く
、
話
し
ま 

 

し
た
。 

 
 

こ
の
後
、
阿
部
圭
一
本
学 

 

情
報
科
学
部
長
を
司
会
に
、 

 

ミ
ニ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ 

 

ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会 

 

場
に
は
教
職
員
、
学
生
が
詰 

 

め
か
け
、
他
大
学
の
組
込
み 

 

シ
ス
テ
ム
教
育
や
企
業
の
ソ 

 

フ
ト
開
発
の
現
場
の
状
況
を 

 

真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま 

 

し
た
。 
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熱心な討議が繰り広げられた組込みシステム教育シンポ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第137号 平成21年10月15日（4） 学 園 だ よ り 

開学５０ 

周年記念 

事業－２

巨
大
地
震
に
備
え
た
防
災
力
の
向
上

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

―
南
海
ト
ラ
フ
を
焦
点
に
活
発
に
討
議
― 

 

愛
工
大
・
地
域
防
災
研
究 

セ
ン
タ
ー
（
セ
ン
タ
ー
長
・ 

正
木
和
明
都
市
環
境
学
科
教 

授
）
が
六
月
四
日
、
名
古
屋 

市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま 

し
た
。
巨
大
地
震
に
備
え
た 

産
官
学
の
取
り
組
み
を
テ
ー 

マ
と
し
た
講
演
と
、
セ
ン
タ 

ー
が
平
成
十
六
年
度
か
ら
二 

十
年
度
ま
で
文
部
科
学
省
の 

私
立
大
学
学
術
研
究
高
度
化 

推
進
事
業
支
援
を
受
け
て
取 

り
組
ん
で
き
た
「
地
震
情
報 

活
用
と
防
災
拠
点
形
成
に
よ 

る
地
域
防
災
力
向
上
技
術
開 

発
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の 

成
果
報
告
、
懇
親
会
の 

三
部
構
成
で
行
わ
れ
ま 

し
た
。 

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開 

会
式
で
、
後
藤
泰
之
学 

長
が
「
本
学
の
防
災
研 

究
成
果
を
、
地
域
の
防 

災
力
向
上
に
貢
献
し
て 

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ 

つ
、
来
賓
の
小
山
竜
司 

文
部
科
学
省
私
学
助
成 

課
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま 

し
た
。 

 

一
部
の
講
演
で
は
、 

 

本
学
の
入
倉
孝
次
郎
客
員
教 

 

授
、
山
崎
登
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委 

 

員
が
、
最
近
の
被
害
地
震
に 

 

学
ぶ
地
域
災
害
軽
減
の
方
策 

 

等
テ
ー
マ
に
、
基
調
講
演
を 

 

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
池
内 

 

幸
司
内
閣
府
参
事
官
ら
三
氏 

 

が
政
府
や
気
象
庁
の
進
め
て 

 

い
る
防
災
の
現
状
、
今
後
の 

 

展
望
を
講
演
し
ま
し
た
。 

 
 

二
部
で
は
、
「
地
震
情
報 

 

活
用
と
防
災
拠
点
形
成
に
よ 

 

る
地
域
防
災
力
向
上
技
術
開 

 

発
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い 

 

て
正
木
セ
ン
タ
ー
長
、
西
村 

「南海トラフの巨大地震に備えた企業防災力向

上の取り組み」をテーマに開かれた愛工大開学

50周年記念シンポジウム 

 

雄
一
郎
セ
ン
タ
ー
客
員
准
教 

 

授
、
今
井
則
久
あ
い
ぼ
う
会 

 

運
営
委
員
ら
が
、
プ
ロ
ジ
ェ 

 

ク
ト
成
果
の
概
要
、
企
業
防 

 

災
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
あ
い 

 

ぼ
う
会
の
活
動
等
を
説
明
し 

 

ま
し
た
。 

 
 

こ
の
後
の
懇
親
会
も
、
多 

 

数
が
出
席
、
盛
況
で
し
た
。 

開学５０ 

周年記念 

事業－３ 

 「ものづくり」の力を結集した映画 

 『築城せよ！』を製作、全国で公開 
―段ボールの城造り、講演等のイベントも― 

 映画「築城せよ！」は 月 日、東京、名古屋の映画館を中心に封切

られ、初日、名古屋では後藤泰之学長ら製作、出演者の舞台あいさつが

にぎやかに行われました。愛工大の学生が映画の顔である段ボール城に

合わせ造った段ボールのミニ名古屋城も各地で展示され、「ものづく

り」の素晴らしさをアピールしました。 

 
 

「
築
城
せ
よ
！
」
が
上
映 

 

さ
れ
た
名
古
屋
駅
前
の
ミ
ッ 

 

ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア
シ
ネ
マ 

 

で
は
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ 

 

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
後
藤
泰
之 

 

学
長
、
古
波
津
陽
監
督
、
ヒ 

 

ロ
イ
ン
で
女
子
大
生
役
の
海 

 

老
瀬
は
な
さ
ん
、
そ
の
父
親 

 

で
よ
み
が
え
っ
た
武
将
の
霊 

 

に
と
り
付
か
れ
た
大
工
役
を 

 

演
じ
た
阿
藤
快
氏
、
豊
田
市 

 

出
身
で
ホ
ー
ム
レ
ス
役
の
木 

 

津
誠
之
氏
が
、
舞
台
あ
い
さ 

 

つ
を
し
ま
し
た
。
学
長
の
本 

 

学
と
映
画
と
の
係
わ
り
を
含 

 

め
た
あ
い
さ
つ
や
、
阿
藤
氏 

 

ら
俳
優
陣
の
映
画
に
か
け
た 

 

意
気
込
み
に
観
客
か
ら
大
き 

 

な
拍
手
が
沸
き
ま
し
た
。 

 
 

愛
工
大
の
尾
形
素
臣
建
築 

 

学
科
教
授
の
指
導
で
大
学
院 

 

工
学
研
究
科
の
院
生
、
建
築 

 

学
科
の
学
生
ら
が
、
映
画
公 

 

開
に
併
せ
て
、
段
ボ
ー
ル
一 

 

千
枚
余
を
使
っ
て
名
古
屋
城 

 

天
守
閣
上
層
二
階
部
分
（
石 

 

垣
部
分
を
含
め
高
さ
約
四
・ 

 

五
㍍
）
を
作
り
ま
し
た
。
お 

 

城
は
、
映
画
の
先
行
上
映
会 

 

（
六
月
六
日
）
が
行
わ
れ
た 

 

瀬
戸
市
・
瀬
戸
蔵
や
各
イ
ベ 

 

ン
ト
会
場
で
展
示
さ
れ
、
話 

 

題
を
集
め
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
森
豪
総
合
教
育
教 

 

室
教
授
の
講
演
「
日
本
を
元 

 

気
に
す
る
映
画
『
築
城
せ
よ 

 

！
』
」
、
尾
形
教
授
、
学
生 

 

の
「
映
画
『
築
城
せ
よ
！
』 

 

段
ボ
ー
ル
工
作
教
室
」
の
特 

 

別
講
座
が
五
月
三
十
日
、
愛 

 

工
大
本
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、 

 

開
か
れ
ま
し
た
。
工
作
教
室 

 

で
は
小
学
生
が
学
生
と
イ
ス 

 

づ
く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。 
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写真左は、ミッドランドスクエアシネマで舞台あいさ

つをする後藤泰之学長。写真右は、古波津陽監督、海

老瀬はなさん、阿藤快氏、木津誠之氏（左端から） 

瀬戸蔵ロビーに展示された学生

が段ボールで造った名古屋城 
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からくり人形制作で国際交流深め合う 

上から、ピノキオ、

マイケル・ジャクソ

ンを題材にしたから

くり人形と制作メン

バー 

人
形
制
作
に
挑
戦 

まず道具の使い方から 最後に「からくり人形」とパチリ 頑張りましたね 

愛
工
大
、
長
野
県
が
「信
州
学
生
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
促
進
の
協
定
」を
結
ぶ 

   

 

愛
工
大
は
六
月
十
日
、
長
野 

県
と
の
間
で
「
ふ
る
さ
と
信
州 

学
生
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
促
進
に
関 

す
る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。 

長
野
県
が
大
学
と
こ
う
し
た
協 

定
を
結
ぶ
の
は
初
め
て
で
、
全 

国
的
に
も
珍
し
い
と
い
う
こ
と 

で
す
。 

 

同
県
の
説
明
で
は
、
県
外
の 

大
学
に
進
学
す
る
生
徒
が
約 

 

％
に
対
し
、
卒
業
後
、
地
元
企
業
に
就
職
（
Ｕ
タ
ー
ン 

就
職
）
す
る
の
は
半
分
ほ
ど
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ 

の
た
め
、
企
業
の
望
む
人
材
の
不
足
―
特
に
若
手
技
術 

者
確
保
に
苦
労
し
て
お
り
、
県
は
県
内
か
ら
の
進
学
者 

数
が
多
く
、
工
科
系
総
合
大
学
で
条
件
に
か
な
う
と
し 

て
本
学
と
今
回
、
学
生
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
促
進
に
関
す
る 

協
定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。 

 

協
定
で
は
、
本
学
と
県
が
連
携
、
協
力
し
県
内
の
企 

業
情
報
提
供
、
就
職
活
動
支
援
を
通
し
て
、
県
内
出
身 

学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の
一
層
の
促
進
を
図
る
こ
と
を 

目
的
と
し
て
お
り
、
学
生
に
企
業
情
報
な
ど
の
周
知
徹 

底
、
合
同
企
業
説
明
会
や
企
業
情
報
提
供
イ
ベ
ン
ト
の 

開
催
を
両
者
が
連
携
、
協
力
し
取
り
組
む
こ
と
に
し
て 

い
ま
す
。 

 

こ
の
日
の
協
定
調
印
式
は
、
長
野
県
庁
（
長
野
市
南 

長
野
）
で
行
わ
れ
、
長
野
県
か
ら
村
井
仁
知
事
、
黒
田 

和
彦
商
工
労
働
部
長
、
本
学
か
ら
後
藤
泰
之
学
長
、
村 

瀬
洋
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
長
ら
が
出
席
。
知
事
と
学
長 

が
協
定
書
に
署
名
し
た
後
、
「
優
秀
な
人
材
確
保
や
地 

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と 

あ
い
さ
つ
し
、
固
く
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

 

【
写
真
は
、
協
定
書
を
披
露
し
、
握
手
を
交
わ
す
村 

 

井
仁
長
野
県
知
事
㊨
と
後
藤
泰
之
愛
工
大
学
長
】 

85

開学５０ 

周年記念 

事業－４

上から、日本の芸者

さん、舞妓さんを題

材にした各からくり

人形と制作メンバー 

 国際からくりワークショップが 月 日～ 月 日まで、八草キャンパスの 号館    

内の「みらい工房」で、“ものづくり”（からくり人形製作）を通して、国際交流を    

を深め、国際的視野を広げる目的で開かれました。 

 本学と姉妹校、交流提携を結んでいる中国・東南大学、 

米国・ジョージタウンカレッジ、韓国・韓国海洋大学校の 

学生 人、本学の学生 人の計 人が参加。参加者は、九 

代目玉屋庄兵衛さん（からくり人形師、本学客員教授）や 

お弟子さんの指導で、最初に人形作りに欠かせない小刀な 

どの道具に慣れるため、高さ約 ㌢の采振りからくり人形 

を作りました。この後、 グループに分かれて、高さ ㌢ 

の大型采振りからくり人形に挑戦しました｡ 

 昨年と違って今回は、グループで話し合って、「マイケ 

ル・ジャクソン」、「ピノキオ」、「舞妓さん」、「芸者 

さん」の姿をした各からくり人形の制作に挑み、慣れない 

工具に苦労しながら、完成させました。 

 最終日の 月 日は、担当した国際交流室長の櫛田玄一 

郎機械学科教授、前回まで係わってきたエクステンション 

センター長の森豪総合教育教室教授らが出席し審査、表彰 

と閉会式が行われました。玉屋氏が「初めての人形作りに 

しては、良い出来です。帰国されたら、“からくり人形” 

の紹介を宜しくお願いします」と講評し、全員にベストマ 

イスターの認定書を贈りました。最後に、作品をバックに 

全員で記念写真に収まり、完成を喜び合いました。 

７ 31 ８ ８ 12 

８ 

90４ 

12 ８ 20 

45
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平成21年10月15日（6） 第137号 
学 園 だ よ り 

市民らに好評－名電高オープンスクール 

 

地
域
と
の
交
流
を
目
的
に
し
た
愛
工
大
名
電
高
校
の
「
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
」
が
六
月
六
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
市
民
ら
に
好
評
な
教
室

な
ど
多
く
、
毎
回
、
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 
今
回
の
オ
ー
プ
ン 

 
 
 

ス
ク
ー
ル
は
、
▽
家 

 
 
 

電
修
理
▽
将
棋
講
座 

 
 
 

▽
基
礎
電
子
工
作
▽ 

 
 
 

実
験
講
座
▽
日
本
書 

 
 
 

紀
を
読
む
▽
パ
ソ
コ 

 
 
 

ン
教
室
▽
メ
デ
ィ
ア 

 
 
 

・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
。 

 
 
 

家
電
修
理
、
メ
デ
ィ 

 
 
 

ア
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

 
 
 

以
外
は
事
前
に
申
し 

 
 
 

込
ん
だ
人
を
対
象
と 

 

 
 
 

し
て
い
ま
す
。 

 
 
 

 

北
校
舎
東
館
三
階 

 
 
 

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室 

 
 
 

で
は
、
市
民
を
対
象 

 
 
 

に
し
た
「
パ
ソ
コ
ン 

 
 
 

教
室
」
が
開
か
れ
、 

 
 
 

参
加
者
が
簡
単
な
文 

 
 
 

書
作
成
か
ら
チ
ラ
シ 

作
り
ま
で
を
学
習
。
初
め
て 

分かりやすい指導で初心者の多い

参加者に好評な「パソコン教室」 

毎回、修理や相談に訪れる市民

（右）が絶えない「家電修理」 

 

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
と
い
う 

 

人
も
い
て
、
先
生
が
一
人
ひ 

 

と
り
に
丁
寧
に
説
明
に
当
た 

 

っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
は 

 

「
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
が
分 

 

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
活 

 

用
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し 

 

て
い
ま
し
た
。 

 
 

ま
た
、
愛
名
館
内
の
電
気 

 

実
習
室
を
会
場
に
し
た
「
家 

 

電
修
理
」
に
は
、
事
前
の
申 

 

し
込
み
が
不
要
な
た
め
、
テ 

 

 

レ
ビ
、
音
響
装
置
、
パ
ソ
コ 

 

ン
な
ど
を
持
ち
込
む
市
民
の 

 

姿
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

会
場
で
は
故
障
個
所
を
調
べ 

 

る
の
が
精
一
杯
で
、
修
理
可 

 

能
な
製
品
を
預
か
り
順
次
、 

 

修
理
し
返
却
す
る
こ
と
に
し 

 

て
い
ま
す
。
本
年
十
二
月
ま 

 

で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

励ます会開催！名電高相撲部出身の親方・力士を囲んで 

  「相撲部出身の親方・力士を励 

 ます会」が 月 日、名古屋市中 

 区錦の名古屋ガーデンパレスで開 

 かれました。毎年、名古屋場所中 

 日に開いており、今回は若松親方 

 （昭和 年卒）、大鳴戸改め関ノ 

 戸親方（平成 年卒）、木瀬川部 

 屋の三段目、井上康政さん（平成 

  年卒）が出席しました｡ 

  

 

  若松親方ら 人が、「これからも頑張りますので応援、宜しくお 

 願いします」とあいさつ、佐藤忍校長、愛知県相撲連盟副理事長で 

 （甚目寺）南中学校の松永裕和校長らが激励の言葉を述べた後、稲 

 垣愼二愛工大副学長の音頭で乾杯しました。 

  励ます会には、名電高、附属中の相撲部員 人のほか、名電高関 

 係者や後援会会員が大勢、出席して盛り上がりました。 

  【写真は、「励ます会」であいさつする若松親方（中）と関ノ戸 

 親方（右端）、井上さん】 

イ チ ロ ー

選 手 の

偉業称え 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

名
電
高 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

は
九
月
十 

 
 
 

 
 

 
 

 

四
日
、
野 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

球
部
Ｏ
Ｂ 

 
 
 

 
 

 
 

 

で
米
大
リ 

 
 
 

 
 

 
 

 

ー
グ
・
シ 

 

ア
ト
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ 

 

ロ
ー
（
本
名
・
鈴
木
一
朗
） 

 

外
野
手
の
大
リ
ー
グ
新
記
録 

 

と
な
る
九
年
連
続
シ
ー
ズ
ン 

 

２
０
０
安
打
達
成
を
祝
っ
て 

 

高
校
正
面
玄
関
前
の
時
計
塔 

 

に
垂
れ
幕
を
か
け
ま
し
た
。 

 
 

イ
チ
ロ
ー
外
野
手
は
十
三 

 

日
（
日
本
時
間
十
四
日
）
、 

 

レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
と
の
ダ
ブ
ル 

 

ヘ
ッ
ダ
ー
第
二
試
合
で
、
大 

 

リ
ー
グ
新
記
録
を
打
ち
立
て 

 

ま
し
た
。
高
校
で
は
、
新
記 

 

録
達
成
と
同
時
に
時
計
塔
に 

 

「
祝 

イ
チ
ロ
ー
選
手 

メ 

 

ジ
ャ
ー
新
記
録
お
め
で
と
う 

 

！
」
―
と
書
か
れ
た
長
さ
十 

 

㍍
、
幅
八
十
㌢
の
垂
れ
幕
を 

 

か
け
て
、
偉
業
達
成
を
祝
福 

 

し
ま
し
た
。
四
月
に
イ
チ
ロ 

 

ー
選
手
が
日
本
プ
ロ
野
球
最 

 

多
安
打
記
録
を
更
新
し
た
時 

 

に
も
「
生
徒
の
誇
り
、
励
み 

 

に
な
れ
ば
」
と
、
時
計
塔
に 

 

垂
れ
幕
れ
を
か
け
ま
し
た
。 

 
 

佐
藤
忍
校
長
は
「
イ
チ
ロ 

 

ー
選
手
が
本
校
の
卒
業
生
で 

 

あ
る
こ
と
は
誇
り
で
あ
り
、 

 

本
校
の
財
産
と
い
え
ま
す
。 

 

そ
の
こ
と
を
大
事
に
し
本
校 

 

の
発
展
に
結
び
つ
け
て
い
き 

 

た
い
」
と
、
話
し
て
い
ま
し 

 

た
。
通
り
か
が
り
の
市
民
も 

 

垂
れ
幕
を
見
て
、
イ
チ
ロ
ー 

 

選
手
の
偉
業
達
成
に
祝
福
を 

 

お
く
っ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

【
写
真
は
、
イ
チ
ロ
ー
選 

 

手
を
称
え
る
垂
れ
幕
】 

３

５ 
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（7）平成21年10月15日 第137号 
学 園 だ よ り 

「
築
城
せ
よ
！
」
を
鑑
賞 

 
 
 

 
 

 
 

 

附
属
中
学 

 
 
 

 
 

 
 

の
全
生
徒
、 

 
 
 

 
 

 
 

教
員
が
六
月 

 
 
 

 
 

 
 

九
日
、
名
古 

 
 
 

 
 

 
 

屋
市
昭
和
区 

 
 
 

 
 

 
 

の
愛
知
県
勤 

 
 
 

 
 

 
 

労
会
館
で
、 

 

愛
工
大
開
学 

周
年
記
念
事 

 

業
と
し
て
製
作
さ
れ
た
映
画 

 

「
築
城
せ
よ
！
」
を
劇
場
公 

 

開
に
先
立
ち
、
鑑
賞
し
ま
し 

 

た
。 

 
 

映
画
の
上
映
前
に
横
地
徹 

 

校
長
が
「
こ
の
映
画
は
愛
工 

 

大
の
開
学
記
念
事
業
と
し
て 

 

つ
く
ら
れ
、
大
学
の
学
生
ら 

 

の
協
力
で
で
き
ま
し
た
。
家 

 

庭
に
帰
っ
た
ら
、
保
護
者
の 

 

人
た
ち
に
も
話
し
て
あ
げ
て 

 

く
だ
さ
い
」
、
と
話
し
ま
し 

 

た
。
映
画
が
始
ま
る
と
、
話 

 

し
声
も
聞
か
れ
た
場
内
が
シ 

 

ー
ン
と
静
ま
り
、
生
徒
ら
は 

 

ス
ク
リ
ー
ン
に
見
入
っ
て
い 

 

ま
し
た
。 

 
 

【
写
真
は
、
記
念
映
画
に 

 

つ
い
て
生
徒
に
説
明
す
る
横 

 

地
校
長
】 

 

名
電
高
教
諭
が
小
学
校

で
「
出
前
実
験
授
業
」 

 「夢にときめけ 明日にきら 

めけ！！」－をテーマに、新校 

舎のほか愛名館を会場に行われ 

ました。愛名館では開会式に続 

き、中学１～３年の各代表による弁論大会や、 

高校生の劇、教諭も加わった有志のバンド演奏 

            等が披露され、盛り 

            上がりました。各教 

            室ではクラスごとに 

            出し物を競い合い、 

            中学のクラスが企画 

            した「女装・お笑い 

            コンテスト」 

            では特設の 

舞台ステージに女装した 

男子生徒が順次、登場。 

見事な変身ぶりに詰めか 

けた保護者らもびっくり 

していました。中学の別 

のクラスの占い企画で 

 

           は、横地徹校長、保護 

           者らも、生徒の占いの 

           結果を神妙に聞いてい 

           ました。ロボット部は 

           サッカーロボ実演で研              

           究成果を披露していま 

           した。 

              ま  

 秋晴れの９月 日、愛工大名電高校、愛工大附属中学校で恒例の「学校祭」が開かれ、生徒

らの手になる盛りだくさんなイベントが繰り広げられ、にぎやかな歓声に包まれていました。 

          「絆～ｗｉｔｈ ｙｏｕｒ  

         ｓｍｉｌｅ～」－をテーマに生 

         徒会、ステージ、クラスの各企 

         画に分かれ、趣向を凝らした催 

しを、各教室、講堂兼体育館･喬徳館、１階中庭の 

光の庭、駐輪場を会場に開催。喬徳館では､そろい 

の衣装と振り付けで生徒 

が、クラスごとにスピー 

ド、躍動感あふれたダン 

スを披露し、観客の同級 

生、保護者から大きな拍 

手を受けていました。 

      光の庭のカ  

     ラオケ（生徒 

           会企画）では、男女生徒が 

           次々にステージに立って、 

           得意の歌を熱唱。また、各 

           教室では、恒例のお化け屋 

           敷やゲーム等のほかに菓子 

           箱で飾られた「おかしのい 

           え」、生徒が肩もみなどで 

いやしてくれる「メイドと 

しつじ」など生徒考案のイ 

ベント、部活紹介コーナー 

等が競い合い、行列ができ 

るほど盛況でした。相撲部 

のちゃんこ鍋も出た模擬店 

は、完売続出でした。 

 
 

名
電
高
の
楳
村
和
幸
、
加 

 

藤
幸
伸
両
教
諭
が
七
月
十
三 

 

日
、
稲
沢
市
清
水
の
市
立
清 

 

水
小
学
校
で
出
前
実
験
授
業 

 

を
行
い
ま
し
た
。
同
小
は
児 

 

童
に
好
評
だ
っ
た
市
の
事
業 

 

「
授
業
名
人
活
用
事
業
」
が 

 

昨
年
度
で
終
了
し
た
た
め
、 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
授
業
名
人 

 

を
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い 

 

か
、
探
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

楳
村
教
諭
は
同
校
卒
業
生 

 

で
、
知
人
の
前
校
長
の
依
頼 

 

も
あ
り
、
児
童
の
理
科
へ
の 

 

関
心
、
興
味
を
高
め
て
も
ら 

 

う
機
会
に
な
れ
ば
と
、
出
前 

 

授
業
を
引
き
受
け
ま
し
た
。 

 
 

当
日
は
理
科
室
で
「
お
も 

 

し
ろ
物
理
実
験
」
と
題
し
、 

 

加
藤
教
諭
と
二
人
で
六
年
生 

 

四
十
七
人
に
紙
を
使
っ
た
ブ 

 

ー
メ
ラ
ン
作
り
を
教
え
、
卵 

 

に
乗
っ
て
も
割
れ
な
い
と
い 

 

う
「
脅
威
の
卵
乗
り
」
な
ど 

 

の
実
験
を
披
露
し
ま
し
た
。 

出前授業で児童に理科実験の楽

しさを話す楳村教諭 

声援が一段と高かったダンス 

ステージ上で熱唱する生徒 

優しいメイドに生徒も満足 

見事な変身に保護者も感心 

ロボット部のロボット展示 

生徒の占いに保護者も興味  
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平成21年10月15日（8） 学 園 だ よ り 第137号 

 

編
集
後
記 

 

▼
日
本
の
政
界
は
今
夏
、
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
民
主
党

が
総
選
挙
で
圧
勝
し
、
政
権
を

握
り
ま
し
た
▼
民
主
党
の
勝
因

に
つ
い
て
は
新
聞
等
で
詳
し
い

分
析
結
果
が
出
て
お
り
、
皆
さ

ん
も
ご
存
知
と
思
い
ま
す
▼
敢

え
て
言
う
な
ら
「
驕
る
平
家
は

久
し
か
ら
ず
」
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
▼
長
く
物
事
を
続
け

て
い
く
と
、
い
つ
か
「
初
心
」

を
忘
れ
「
慢
心
」
「
惰
性
」
に

陥
り
、
人
の
心
も
離
れ
て
い
き

ま
す
▼
学
園
は
あ
と
三
年
で
創

立
百
周
年
、
大
学
は
今
年
、
開

学
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
▼

政
治
の
世
界
と
違
い
、
建
学
の

精
神
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
学

園
は
大
学
を
含
む
四
校
の
設
置

校
を
擁
す
る
総
合
学
園
に
、
大

学
は
今
年
か
ら
工
学
部
な
ど
三

学
部
体
制
の
工
科
系
総
合
大
学

に
―
と
着
実
に
発
展
し
続
け
て

い
ま
す
▼
そ
れ
を
支
え
て
き
た

の
が
学
園
ト
ッ
プ
の
揺
ぎ
無
い

経
営
方
針
、
教
育
理
念
。
そ
し

て
教
職
員
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と

い
え
ま
す
▼
今
、
教
育
界
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
と
い
え

ま

す
。
そ

れ

だ

け

に
、
「
初

心
」
を
忘
れ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
で
臨
め
ば
、
新
た
な
展
望

や
発
展
も
自
然
と
拓
け
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
（
久
） 

 愛工大情報電子専門学校の第 回球技大会が６月 日、豊田市八 

幡町のスカイホール豊田で開かれ､学生約100人が参加しました。 

 競技種目は、フットサル、バレーボール、バスケットボール、バ 

ドミントン、卓球の５種目。学生らは、クラスごとにチームを組み 

  対戦。スピードが魅力のバスケットボールでは、各試合とも選手らが激しく 

  ボールを取り合い、コート上で白熱した戦いを繰り広げていました。 

   成績は、以下の通りです。 

   【バドミントン】①ＣＡＤ・ＣＡＭ学科２年②高度情報処理学科２年③Ｃ 
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 ＡＣＥ 

球技大会 

 

愛
工
大
名
電
高
校
と
愛
工 

大
附
属
中
学
校
は
九
月
十
六 

日
、
名
古
屋
市
中
区
の
ホ
テ 

ル
で
合
同
学
校
説
明
会
を
開 

き
ま
し
た
。 

 

愛
知
県
な
ど
の 

塾
関
係
者
に
両
校 

の
概
要
、
平
成
二 

十
二
年
度
の
入
試 

内
容
な
ど
を
知
っ 

て
も
ら
う
の
が
目 

的
。
説
明
に
先
立 

ち
、
佐
藤
忍
高
校 

長
、
横
地
徹
附
中 

校
長
が
「
地
域
を 

リ
ー
ド
す
る
人
材 

育
成
等
に
努
め
て 

お
り
、
今
ま
で
以 

上
に
優
秀
な
生
徒 

を
送
っ
て
い
た
だ 

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま 

し
た
。 

高校と附属中学が合同学校説明会 

 ＝名古屋市内のホテルで開催＝ 

 
 

説
明
会
で
、
高
校
は
後
藤 

 

芳
樹
教
頭
、
附
中
は
川
越
英 

 

司
進
路
部
長
が
学
校
の
沿
革 

 

か
ら
現
況
、
最
新
の
進
学
、 

 

就
職
状
況
に
つ
い
て
写
真
、 

 

グ
ラ
フ
な
ど
を
活
用
し
、
き 

 

め
細
か
く
説
明
し
ま
し
た
。 

 

両
校
の
本
年
度
の
志
願
者
数 

 

や
合
格
ラ
イ
ン
な
ど
に
、
出 

 

席
者
の
関
心
が
高
か
っ
た
よ 

 
う
で
し
た
。 

 
 

説
明
会
に
は
、
二
百
人
近 

 

い
塾
関
係
者
が
出
席
。
配
布 

 

さ
れ
た
資
料
に
目
を
通
し
、 

 

入
試
内
容
を
メ
モ
す
る
な
ど 

 

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
後
の 

 

懇
親
会
で
は
、
両
校
の
入
試 

 

担
当
者
ら
も
加
わ
り
、
意
見 

 

交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

    
 

名
古
屋
市
中
区
栄
の
松
坂 

塾関係者対象の名電高､附中合同学校説明会 

大勢の保護者、児童が詰めかけ盛

況だった附属中学のブース 

 

屋
本
店
南
館
マ
ツ 

 

ザ
カ
ヤ
ホ
ー
ル
、 

 

オ
ル
ガ
ン
広
場
で 

 

七
月
二
十
五
、
二 

 

十
六
日
の
両
日
、 

 

附
属
中
を
含
む
県 

 

内
の
二
十
二
校
が 

 

参
加
し
て
「
２
０ 

 

０
９
私
立
中
学
進 

 

学
フ
ェ
ア
」
が
開 

 

か
れ
ま
し
た
。
来 

 

場
者
総
数
は
、
二 

 

日
間
で
昨
年
を
上 

 

回
る
八
千
九
百
二 

 

十
一
人
で
し
た
。 

 
 

初
日
、
開
場
と 

 

同
時
に
附
属
中
ブ 

 

ー
ス
に
は
大
勢
の 

 

児
童
、
保
護
者
が 

 

詰
め
か
け
、
教
職 

 

員
が
応
対
に
汗
だ 

 
く
で
し
た
。
児
童 

 
や
保
護
者
は
、
ブ 

 

ー
ス
に
貼
ら
れ
た 

 

校
舎
や
学
校
の
様 

 

子
が
一
目
で
分
か 

 

る
写
真
等
を
見
な 

 

が
ら
、
教
職
員
か 

 

ら
男
女
共
学
の
完 

 

全
中
高
一
貫
教
育 

 

を
含
む
本
校
の
教 

 

育
方
針
、
平
成
二 

 

十
二
年
度
入
試
概 

 

要
等
の
説
明
を
受 

 

け
て
い
ま
し
た
。 

私
立
中
進
学
フ
ェ
ア 

で
附
中
ブ
ー
ス
人
気 

バスケットボール競

技でボールを取り合

い、熱戦を繰り広げ

る学生ら 
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